
会 議 録 

 
会議名 令和８年度 第１回豊科東小学校学校運営協議会 

日時・場所 令和８年５月２２日 ８：５０～１１：００ 豊科東小学校視聴覚室 

出席委員氏名  

欠席委員氏名  

議 題 意 見 ・ 結 果 

任命書について説明・交付  

自己紹介（授業参観の感想

も含める） 

・先生方は型にはめずに、押さえつけることなく怒らず取り組んでくださってい

る。地域も理解して応援したい。現在の良い状況に自信を持って取り組んで

いただきたい。 

・いろいろな人がいるのがコミュニティー。東小のために地域は動く。そういう気

持ちを持っている人は多い。新しく来た若い人など、学校を中心に集まっても

らう。それぞれの良さを生かして、地域の繋がりを大切にして、子どもたちの姿

を通して何ができるか考えていきましょう。 

・なぜ今ＰＴＡが解散か。地域に戻って地域の意見を聞くが、地域によってはま

とまりがない。役員決めも積極的な雰囲気がない。ＰＴＡがなくなり、社会や学

校の形が変わっていく移行期間だと言える。 

・地域でも子どもが主体となって考えて、活動を作っていくのがよいのではない

か。今の東小の環境からできることを一歩でもいいからやっていくことが大切。 

 

役員の選出（正副会長） 承認 

学校長挨拶及び学校運営

の基本方針の説明 

・学校長として力を入れていきたいこと 

 「学び合い」による探究的な学習の創造 

  探求プロセスの確立 「学び合い」の深化 言語能力の土台作り 

 「全校ファミリー（縦割り班）」による共生 

  たて割り班活動 自己有用感の育成   

 「地域・自然」をフィールドにした本物の体験 

 「地域から学ぶ」ふるさと体験  「自然で鍛える」原体験 

  地域に学び、心身ともにたくましく 

・昨年度末ＰＴＡが解散し、地域の協力がより大切になってくる。 

熟議 ・学校を主として子ども達のことを地域住民が支えていく。 

・地区ＰＴＡがなくなったことが大きい。地区の行事をどのように運営していくか。 

・三九郎をなくした地区など、地区ごとに違う。地区とのかかわりが少なくなって

きている。 

・中学校部活動の地域移行の影響、スポーツなど小学校からやらないと差がつ

く→地域の行事に参加できない 

・地域で子どもを見ることが困難になってきている。 

・地域学校を訪れ支える雰囲気はできてきている。地域がいろいろ難しい。学校

の働き方改革、多様化が加速度的に進んでいる。 



 

・地域が一緒にできることを増やしていきたい。できることをそれぞれ考える。参

加しやすく敷居を低く、学校を核に地域をつなげていきたい。 

・ＳＮＳなどで個人ボランティアを募集、この日この時間参加できる人を募る。貢

献したいという気持ちの人は一定数いる。 

・学校では参観日等の駐車場案内や草刈り等で地域のボランティアをお願いし

たい。 

・学校便りの回覧で協力を呼びかけるとよい。 

・形ありきでなく、個人を集めること、ボランティア方式を進めていく。 

・コミュニティースクール事業の良さを認識して進めていく。やれることをやって

いけば東小の底力を発揮できるのではないか。 

学校運営の基本方針及び

地域学校協働本部のあり方

について承認 

承認 

学校運営協議会年間活動

計画について 

書面にて確認 

本年度の地域学校協働活

動の取り組みについて 

書面にて確認 

学校運営協議会活動支援交付

金と本年度予算について 

書面にて確認 

連絡 ７／７低学年参観日 ７／１４高学年参観日 １０／１０運動会 １１／２０音楽会 

【備 考】 

・次回の開催は１１月２０日とする。 


